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ファラデーフューチャーインテリジェントエレクトリック株式会社   
  NASDAQは15日間の提出期間の延長を承認する


カリフォルニア州ガーデナ（2022年1月16日） - カリフォルニアを拠点とするグローバル共有インテリジェント電気モビリティエコシステム企業であるファラデーフューチャーインテリジェントエレクトリック株式会社 （「ファラデーフューチャー」または「同社」）（NASDAQ：FFIE）は、NASDAQへのコンプライアンス計画の提出を15日間延長する要請を行い、承認を受けました。コンプライアンス計画の提出期限は現時点で2022年2月1日となっています。
2021年11月17日、ファラデーフューチャーは、2021年第3四半期のフォーム10-Qの提出が遅れたため、予想どおりNASDAQからNASDAQ上場要件に準拠しなくなったとする通知を受けました。NASDAQは同社に対し、上場規則5250(c)(1)に基づき、同社が60日以内にコンプライアンス計画を提出することを承認し、NASDAQの職員の裁量により、特例として準拠期間を第3四半期のフォーム10-Qの提出期限から最大180日間（2022年5月16日）とすることが認められると勧告しました。
同社は2021年11月15日に証券取引委員会にフォーム12b-25を提出し、社内審査のため、2021年第3四半期の10-Qの提出が遅れることを示しました。同社の取締役会は、独立した取締役で構成される特別委員会（以下「特別委員会」）を設置し、自己の利益を図る目的をもって公開会社の株価を押し下げようとした履歴のある投資家が発行した報告書に含まれる主張を含む不正確な開示の申し立てについて調査を行いました。特別委員会は、当該申し立てに対して独立した審査を行うために外部弁護士を雇いました。審査は継続中であり、特別委員会は引き続き外部弁護士や顧問と協力して、できるだけ早く審査を完了させるよう努めています。
ファラデーフューチャーは特別委員会の調査が完了次第できるだけ早く第3四半期のフォーム10-Q、および2021年第3四半期の決算発表を含むフォーム8-KとフォームS-1の修正された有価証券届出書とともに提出する目標に向けて熱心に取り組んでいます。同社が第3四半期のフォーム10-Qを提出し、NASDAQが同社のコンプライアンス計画を承認した場合、同社は再びNASDAQ上場規則5250(c)(1)に準拠することになります。
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